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単層カーボンナノチューブ（SWNT）に磁場をチューブ軸方向に平行に印加すると
Aharonov-Bhom（AB）効果によりエネルギーバンドに変調が起こることはよく知られて
いる[1]。これまでミセル溶液中やゼラチンのフィルムに埋め込まれた SWNTを用いて、
超強磁場における光吸収スペクトルの観測がなされてきた[2,3]。  
本研究では、石英基板上に生成された垂直配向 SWNT を用いて超強磁場 AB 効

果の観測を試みる。様々な角度θ のプリズムを用いて、サンプルへ任意の入射角度
で光を照射し、磁場効果の測定が可能になる工夫をした。石英基板上に配向してい

るため、これまで用いられてきた SWNT よりはるかに配向度が高く、光吸収スペクト
ルの角度依存性も議論できることになる。また、溶媒等の影響を受けずに光吸収スペ

クトルを観測できることになる。当日は様々な入射角度に対し、強磁場をかけることに

よって得られる光吸収スペクトルの観測結果について報告する。 
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